
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ヽ

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

(Pitcairn
)
、

は

じ

め

に

一
、
は
じ
め
に

―
-、

概

要

三
、

法

状

況

四
、
刑
事
裁
判
制
度

五

、

刑

事

法

イ
ギ
リ
ス
領
。
ヒ
ト
ケ
ア
ン

(1
)
 

続
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島

(
N
o
r
f
o
l
k
Island
)
 

条
文
に
つ
い
て
は
、
シ
ド
ニ
ー
技
術
大
学

(
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
o
f
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
,
 Si
d
n
e
y
)
 

N
e
w
 S
o
u
t
h
 W
a
l
e
s
)
 
の
関
連
施
設
で
あ
る
、

目

次

(
T
o
k
e
l
a
u
)
 

と
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学

(University
o
f
 

オ
ー
ス
ト
ラ
レ
ー
シ
ア
法
情
報
研
究
所

(
A
u
s
t
r
a
l
a
s
i
a
n
L
e
g
a
l
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 Institute ;
 Au
s
t
L
I
I
)
 

(2
)

（

3
)
 

(A
u
s
t
L
I
I
 D
a
t
a
b
a
s
e
s
)

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
政
府
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
。

と、

の
刑
事
司
法
制
度
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
領
ク
ッ
ク
諸
島

(
C
o
o
k
Islands)
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
刑
事
司
法

ニ
ウ
エ

(
N
i
u
e
)
、

永

田 八
〇

ト
ケ
ラ
ウ

憲
(
1
0
八
0
)

史

に



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
刑
事
司
法

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島

と
呼
ば
れ
る
。
面
積
は
約
三
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
人
口
は
約

一
八

0
0
人
で
あ
る
。
中
心
都
市
は
、

(K
i
n
g
s
t
o
n
)
 
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
農
業
中
心
で
あ
っ
た
が
、
近
時
、
観
光
業
が
急
速
に
拡
大
し
て
経
済
的
に
も
発
展
し
て
お
り
、
人
口
の
約
半
数
が

(J
a
m
e
s
 C
o
o
k
)
 
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、

一
七
八
八
年
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ィ
リ

ッ
プ
・
ギ
ド
リ
ー
・
キ
ン
グ
洵
軍
大
尉

(
L
i
e
u
t
e
n
a
n
t
Philip G
i
d
l
e
y
 K
i
n
g
)
が
こ

の
地
を
流
刑
地
と
す
る
た
め
に
刑
事
施
設
を
建
設
し
、
男
性
の
み
な
ら
ず
、
女
性
の
受
刑
者
も
服
役
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

問
題
な
ど
か
ら
、
受
刑
者
に
よ
る
暴
動
が
何
度
も
生
じ
た
上
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
遠
す
ぎ
る
と
い
う
地
理
的
悪
条
件
も
あ
っ
て
、

は
自
由
民
の
居
住
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
認
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

L
a
n
d
)
、
す
な
わ
ち
後
の
タ
ス
マ
ニ
ア

(T
a
s
m
a
n
i
a
)

が
こ
の
地
の
統
治
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

ン
ド
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
教

(B
i
s
h
o
p
W
i
l
s
o
n
)
 
に
よ
る
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島

の
刑
事
施
設
廃
止
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
こ
の
地
は
、
当
時
、
食
糧
と
水

(6
)
 

不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
住
民
の
移
転
先
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ト
ケ
ア
ン
島
住
民
全
員
が
こ
の
地
に
移
転
し
た
。
同
時
に
、
こ
の
地
は
再
び
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
統
治
下
に
入
り
、

は
廃
止
さ
れ
、
再
び
無
人
島
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

ク
島
は
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ

が
有
力
で
あ
る
。

観
光
業
に
従
事
し
て
い
る
。

(5
)
 

歴
史
を
紐
解
く
と
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
が
初
め
て
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
を
確
認
し
た
の
は
、

の
海
外
領
土

(external
territory) 

(4
)
 

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
は、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
東
方
、
シ
ド
ニ
ー

二
、
概

要

(S
i
d
n
e
y
)
 

八

で
あ
る
。
周
囲
に
あ
る
フ
ィ
リ

ッ
プ
島

(Philip
Island) 

一
八
四
四
年
、

(
1
0
八

一
）
一
八
五
七
年
に
は
、

一
八
五
六
年
に
全
受
刑
者
が
退
去
さ
せ
ら
れ
る
と
、

一
九
四
人
の
ピ

一
八
五
二
年、

ィ

メ

ン

ズ

・

ラ

6
 

ヴ

ァ

ン

・

テ

ー (V
a
n
 D
i
e
m
e
n
's
 

一
八

一
四
年
に
刑
事
施
設

(N
e
w
 S
o
u
t
h
 W
a
l
e
s
)
植
民
地
の

一
部
と
し
て
統
治
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
食
糧
や
水
の
不
足
、
衛
生

一
八
二
五
年
に
な
る
と
、
重
大
事
犯
の
隔
離
の
た
め
に
再
度
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
従
前
に

メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド

4
 

ヴ
ァ
ン
・
テ
ィ
ー

一
七
八
九
年
に
ノ
ー
フ

ォ
ー

一
七
七
四
年
の
こ
と
で
あ
り
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク

ッ
ク

か
ら
約

一
七

0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
ネ
ピ
ア
ン
島

(N
e
p
e
a
n
Island) 
と
合
わ
せ
て

キ
ン
グ
ス
ト
ン

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
は
、
無
人
島
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
居
住
し
て
い
た
者
が
い
た
と
す
る
見
解



に
対
し
、
島
嶼
評
誠
会
は
申
立
て
を
行
な
っ
た
。
こ
の
申
立
て
は
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

(
7
)
 

ク
島
法

(
N
o
r
f
o
l
k
Island A
c
t
 1
9
7
9
)
 

同
時
に
、

に
よ
り
、
立
法
誠
会

(Legislative
A
s
s
e
m
b
l
y
)

が
設
立
さ
れ
、
上
級
裁
判
所
の
管
轄
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
財
政
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
た
も
の
の
、
空
港
や
国
立
公
圏
の
維
持
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
補
助
金
が
出
さ
れ
て
い

し
か
し
、

自
治
権
が
な
お
不
十
分
で
あ
る
と
の
不
満
は
大
き
く
、

l
a
n
d
 A
c
t
 1
9
1
3
)
 

助
言

に
権
能
を
限
定
さ
れ
た
八
人
の
構
成
員

に
よ
る
評
議
会
に
改
編
さ
れ
る

一
方、

(
O
r
d
i
n
a
n
c
e
)

を
公
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

た
。
さ
ら
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
議
会

(federal
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
)
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の

一
九
五
七
年
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
法

(
N
o
r
f
o
l
k
Island A
c
t
 1
9
5
7
)
 

フ
ォ
ー
ク
島
上
級
裁
判
所
の
判
事
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
裁
判
所

(Federal
C
o
u
r
t
)
 

島
嶼
評
議
会
が
拡
大
さ
れ
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
大
統
領

(President)

れ
た
も
の
の
、
行
政
権
の

一
部
を
行
使
で
き
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

ヽ

こ
よ
り

,
'
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

(
C
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h
of Australia)

が
成
立
す
る
と
、

N
e
w
 S
o
u
t
h
 W
a
l
e
s
)
 
の
統
治
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九

0
四
年
に
は
、
行
政
評
議
会

(
E
x
e
c
u
t
i
v
e
C
o
u
n
c
i
l
)

が
設
立
さ
れ
、

二
人
が
選
挙

に
よ
り
、
四
人
が
知
事
の
任
命
に
よ
り
構
成
員
と
な
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

一
九

0
一
年、

た
も
の
の
、
大
半
の
住
民
が
こ
の
地
で
暮
ら
し
続
け
た
。

人
の
評
議
員

(c
ouncillor)

の
判
事
が
任
命
さ
れ
う
る
よ
う
に
な

っ
た
。

の
制
定
し
た
法
律
は
、
特
段
の
規
定
が
な
い
限
り
、

一
九
六
四
年
、

ヽ

こ
よ
り

,
9
 

ノ
ー
フ

ォ
ー
ク
島
に
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の

一
九
二
二
年
＇
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
法

(N
o
r
f
o
l
k
Is ,
 

一
九

一
四
年
か
ら
、
こ
の
地
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
外
領
土
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
行
政
評
議
会
が
廃
止
さ
れ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
高
等
裁
判
所

(
H
i
g
h
C
o
u
r
t
)

が
最
上
級
審
と
さ
れ

に
よ
り
、
島
嶼
評
議
会

(Island
C
o
u
n
c
i
l
)

が
作
ら

一
九
六
三
年
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
法

(N
o
r
f
o
l
k
Island 
A
c
t
 1
9
6
3
)
 

と
統
治
官

(A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
)

が
構
成
員
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
七
七
年
、
国
際
連
合
の
脱
植
民
地
委
員
会

(C
o
m
m
i
t
t
e
e
o
n
 D
e
c
o
l
o
n
i
z
a
t
i
o
n
)
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の

一
九
七
九
年
ノ
ー
フ
ォ
ー

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総
督

(G
o
v
e
r
n
o
r
G
e
n
e
r
a
l
)
 

に
よ
り
行
政
権
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
デ
ニ
ー
ソ
ン
知
事

(
G
o
v
e
r
n
o
r
D
e
n
i
s
o
n
)
 

関

法

第

五

九

巻

五

号

八

(
1
0
八
二）

に
よ
り
法
令
が
公
布
さ
れ
、
行
政
長
官

(Chief
M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)
 

ノ
ー

が
令

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

(state
of 

と
ニ

一
八
五
八
年
と

一
八
六
三
年
に

一
部
の
住
民
が
。
ヒ
ト
ケ
ア
ン
島
に
戻
っ



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
刑
事
司
法

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
議
会
で
適
用
が
採
択
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

る
。 第
四
に
、

あ
る
。
第
三
に、

る
。

ち、

(8
)
 

法
源
と
し
て
、
第

一
に、

状

況

八 の
法
律
又
は

一
部
の
条
文
の
う
ち
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
外
領
土
で
あ
る
た
め
、
国
家
元
首
は
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ
ベ
ス

ニ
世

(Q
u
e
e
n
E
l
i
z
a
b
e
t
h
 II
)
 

第
二
に
、

第
七
に
、

る
。

三
、
法

一
九

一
三
年

―
二
月
二
四
日
に
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
知
事

(
G
o
v
e
r
n
o
r
)

一
九
七
九
年
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
法
が
成
立
し
た
際
に
有
効
で
あ
っ
た
も
の
と
、
そ
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則

(regulation)
、
条
例

(b
y
l
a
w
)
、

布
告

(p
r
o
c
l
a
m
a
t
i
o
n
)
、
宣
言

(declaration
)
、
通
達

(notice
)
が
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
法
律
で
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島

へ
の
適
用
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
そ
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則

(rule)

が
あ

一
九

一
四
年
か
ら

一
九
七
九
年
ま
で
の
間
に
総
督
に
よ
り
作
ら
れ
た
令
と
、
そ
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則
、
条
例
、
布
告
、
宣
言
、
通
達
が

一
九
七
九
年
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
法
の
下
で
総
督
に
よ
り
作
ら
れ
た
令
と
、
そ
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則
、
条
例
、
布
告
、

宣
言
、
通
達
が
あ

第
五
に
、
イ
ギ
リ
ス
法

(imperial
act)

が
あ
る
。

第
六
に
、
任
期
三
年
、
定
数
九
人
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
立
法
誡
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
法
律
と
、
そ
の
下
で
制
定
さ
れ
た
規
則
、
条
例
が
あ
る
。

(9
)
 

八
0
年
に
そ
れ
ま
で
の
令
の
多
く
が
立
法
議
会
に
よ
り
法
律
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
が
最
も
重
要
な
法
源
と
な

っ
て
い
る
。

但
し
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
法
と
抵
触
し
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
法
が
優
越
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
州
又
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
都
地
域

(Australia
Capital Territory) 

で
あ
る
。

に
よ
り
公
布
さ
れ
た
法
令
の
う

(
1
0
八
三）

一
九



通
例
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ

る
。
な
お
、

第
八
に
、

四
、
刑
事
裁
判
制
度

コ
モ
ン
・
ロ
ー

(
c
o
m
m
o
n
 l
a
w
)
 
と
衡
平
法

(equity)

が
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

一
八
二
八
年
七
月
二
五
日
に
有
効
で
あ
っ
た
法
令

一
九
七
九
年
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
法
は
慣
習
に
つ
い
て
の
規
定
を
置
い
て
い
な
い
も
の
の
、

く
権
利
又
は
義
務
を
成
文
化
し
て
い
る
。

(10
)
 

法
曹
に
つ
い
て
見
る
と
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
に
は
法
曹
養
成
機
関
が
な
い
た
め
、
法
曹
希
望
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
学
位
を

取
得
す
る
こ
と
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
学
位
取
得
後
、

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
で
法
曹
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
何
人
か
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

法
曹
が
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
で
活
動
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
都
地
域
の
最
高
裁
判
所

(S
u
p
r
e
m
e
C
o
u
r
t
)

又
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
裁
判

所
で
法
曹
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
者
は
、

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
上
級
裁
判
所
で
法
曹
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
て
き
る
と
さ
れ
て
い

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
下
級
裁
判
所

(
C
o
u
r
t
o
f
 P
e
t
t
y
 S
e
s
s
i
o
n
s
)
 

刑
事
裁
判
は
、
ま
ず
、

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
で
行
な
わ
れ
、

起
訴
は
、
統
治
官
又
は
総
督
が
任
命
し
た
者
の
名
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
。

あ
ら
ゆ
る
略
式
起
訴
犯
罪

(s
u
m
m
a
r
y
offense) 

な
う
の
が
、
下
級
裁
判
所

(
C
o
u
r
t
of P
e
t
t
y
 S
e
s
s
i
o
n
s
)
 

第
九
に
、
慣
習
法
が
あ
る
。

が
こ
れ
に
あ
た
る
。

関

法

第

五

九

巻

五

号

(
1
0
八
四
）

い
く
つ
か
の
法
令
は
慣
習
に
基

で
代
理
人
と
な
る
た
め
の
資
格
は
不
要
で
あ
る
。

(11
)
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
裁
判
所
へ
の
上
訴
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

と
、
法
定
刑
が
罰
金
刑

（官
e
)

の
正
式
起
訴
犯
罪

(indictable
offese)

な
ど
の
第

一
審
を
行

(12
)
 

で
あ
る
。
下
級
裁
判
所
は
、
首
席
治
安
判
事

(
C
h
i
e
f
M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)

と
三
人
の
治
安
判
事

で
構
成
さ
れ
る
。
首
席
治
安
判
事
や
治
安
判
事
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
都
地
域
の
治
安
判
事
区

(m
a
g
i
s
t
r
a
c
y
)

(C
a
n
b
e
r
r
a
)
 

認
め
る
場
合
、
事
件
を
上
級
裁
判
所

(
S
u
p
r
e
m
e
C
o
u
r
t
)
 
へ
移
送
で
き
る
。

か
ら
任
命
さ
れ
る
C

首
席
治
安
判
事
は
、

で
任
命
さ
れ
、
年
間
二
回
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
に
赴
く
。
下
級
裁
判
所
で
は
、
答
弁
取
引

(p
l
e
a
d
 guilty)

が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
例
外
的
に
下
級
裁
判
所
は
答
弁
取
引
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
下
級
裁
判
所
は
、
適
当
と

八
四



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
刑
事
司
法

(m
i
s
d
e
m
e
a
n
o
r
)
 

を
定
め
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九

0
0
年
犯
罪
法
、

一
九
六

0
年
刑
法
令
、

五

、

刑

事

法

ラ
リ
ア
の
高
等
裁
判
所

(
H
i
g
h
C
o
u
r
t
)
 

れ
た
場
合
、

）
又
は

一
0
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル

三

1
m
p
n
s
o
n
m
e
n
t

(
A
U
D
)
 

八
五 一

九
七
六
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

(13) 

ド
級
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
と
下
級
裁
判
所
の
管
轄
外
の
事
件
の
第

一
審
な
ど
を
行
な
う
の
が
上
級
裁
判
所
で
あ
る
。
下
級
裁
判
所
で
拘
禁
刑

-
A

U

D
六

0
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）
以
上
の
罰
金
刑
が
科
さ

上
訴
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
上
級
裁
判
所
は
、
総
督
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
上
級
裁
判
所
長
官

(
C
h
i
e
f
J
u
d
g
e
)
 

計
二
名
で
構
成
さ
れ
、
春
と
秋
の
年
間
二
回
開
廷
さ
れ
る
。
上
級
裁
判
所
が
第

一
審
と
な
る
場
合
、

裁
判
所
法

(
F
e
d
e
r
a
l
C
o
u
r
t
 of A
u
s
t
r
a
l
i
a
 A
c
t
 1
9
7
6
)
 

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
上
級
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
を
行
な
う
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
裁
判
所
で
あ
る
。

(15
)
 

に
甚
づ
く
。
通
常
、
三
人
の
判
事
に
よ
り
審
理
さ
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
裁
判
所
か
ら
の

一
定
の
事
件
の
上
訴
審
と
、

い
る
場
合
と
、
事
実
認
定
や
量
刑
な
ど
そ
れ
以
外
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
で
特
別
の
許
可
が
な
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、

で
あ
る
。

と
上
級
裁
判
所
判
事
の(14) 

―
二
人
の
陪
審
貝
に
よ
り
陪
審
裁
判
が
行
な
わ
れ
る
。

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
上
級
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
を
行
な
う
の
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
裁
判
所
や
高
等
裁
判
所
で
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
事
件
が
扱
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

(16) 

一
九
三
六
年
に
改
正
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の

一
九

0
0
年
犯
罪
法

(
C
r
i
m
e
s
A
c
t
 1
9
0
0
)
 

一
九
六

0
年
刑
法
は
、
謀
殺

(
m
u
r
d
e
r
)

だ
け
で
な
く
、
強
姦

(rape)

（
約
六
0
0
円。

(
1
0
八
五
）

オ
ー
ス
ト

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
上
級
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
法
解
釈
が
問
題
と
さ
れ
て

を
模
範
に
し
て
制
定
さ
れ
た
ノ
ー

フ
ォ
ー
ク
島
の

一
九
六

0
年
刑
法
令

(
C
r
i
m
i
n
a
l
L
a
w
 O
r
d
i
n
a
n
c
e
 1
9
6
0
)

を

一
九
八

0
年
に
法
律
化
し
た

一
九
六

0
年
刑
法

(
C
r
i
m
i
n
a
l
L
a
w
 A
c
t
 

(17
)

（

18) 

1
9
6
0
)

が
刑
事
法
の
中
核
で
あ
る
。

の
法
定
刑
と
し
て
も
死
刑

(19) 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の

一
九
七
―
―
―
年
死
刑
廃
止
法

(
D
e
a
t
h
P
e
n
a
l
t
y
 A
b
o
l
i
t
i
o
n
 A
c
t
 1
9
7
3
)

と

一
九
八
五
年
の

(20)

（

21) 

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
死
刑
廃
止
を
受
け
て
、

一
九
六

0
年
刑
法
は
最
高
刑
を
無
期
刑
に
改
め
た
。
ま
た
、
重
罪

(felony)

又
は
軽
罪

の
場
合
、
拘
禁
刑
、
罰
金
刑
、
現
物
返
還
命
令

(restitution
order)
、
被
害
弁
償
命
令

(
c
o
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n
order)
、
運
転
免
許
の
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